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イエバエには幼虫型と成虫型の 2 種類のチトクロム Cが存在し，両者は変態に伴なって変動する。両
チトクロム C の組織分布を調べると，飛期筋などの非常に呼吸活性の高い組織では成虫型チトクロム C
が主成分であり，その他の組織では幼虫型チ卜ロクロム Cが主成分であった。幼虫型チトクロム C は
構成的タンパク質で，成虫型チトクロム C は適応的タンパク質であると考えられる。ショウジョウパエ，
センチニクパエ， ミツバチなどで同様にイソチトクロム Cが存在するかどうか調べたところ， 1 種類し
か存在せず，イエバエの幼虫型チトロクロム C に相当する分子種は発現されていないと考えられる。
次にこれらのチトクロム Cの一次構造を決定したところ，幼虫型チトクロム C と成虫型チトクロム C
で 6 ケ所のアミノ酸置換が見られた。乙のことは，幼虫型チトクロム C はハエの種分化以前に遺伝子重
複lとより生じたことが示唆された。また，ショウジョウパエ，センチニクバエのチトクロム C の一次構
造の研究から，以前に報告されていたショウジョウパエ，らせんウジ、バエ，ヒツジキンバエのチトクロ
ム C の一次構造がまちがっている乙とが示唆された。ミツバチのチトクロム C の一次構造の研究により，



















見虫に一般的であるかど、うかを調べる目的で各種のハエ類， ミツバチを材料にチトクロム C の検定を行
ったが，いずれもイエバエのような変態に伴うアイソザイムの存在は認められなかった口しかし，その
幼虫から成虫に至る量的変化は全くイエバエと同様で 1 つのチトクロム Cが成虫になるにつれて増加し
てくる。このことは進化の過程で獲得したか，消失した遺伝子の発現機構と密に関係しており今后のこ
の分野での研究に興味ある問題を投げかけている口さらに井上氏は乙れらのチ卜クロム C の構造も決定
し，分子進化も論じた。
以上の成果は理学博士としての学位論文に十分価するものと認めるものである。
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